
学校番号 ３０７ 

令和８年度 公民科 

 

教科 公民 科目 公民演習 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 詳述政治・経済(実教出版) 

副教材等 最新政治・経済資料数 2026(第一学習社) 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・国際政治、国際経済を深掘りする科目である。国際社会の一員としての自覚を持ち、自らの 

 権利を知り、守り、その上で義務と責任を果たせる社会人になるためにどうすればいいか主体

的に考えを巡らせてほしい。 

・テレビ、ネットなどの記事からも知識を獲得し、それに基づいて考え、表現する力を身に着け 

てもらいたい。 

・教員作成のプリントで授業を行うが、空欄を埋めることだけにとどまらず、説明を聞き、理解 

した内容、自身で気づいたことなどをどんどん書き込んでいってもらいたい。 

 

 

２ 学習の到達目標 

【知識及び技能】 

国際政治、国際経済に興味を持ち、グローバルな視点で現在の社会を考え、世界の諸課題の解 

決に向けた自分なりの考えを持つことができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

国際収支や貿易統計など多くのデータ分析を行い、思考力・判断力をつける。 

現代社会の諸課題に関して、自己の探究成果をプレゼンテーションする機会を設け、表現力を 

身につける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

現代の政治、経済、特に国際関係に対する関心を高め、平和で民主的な社会生活の実現と推進 

について客観的に考察しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

現代の政治、経済、特に国 

際関係に関する基本的な事 

柄や、本質、特質及び動向を 

捉える基本的な概念や理論 

を理解し、その知識を身に

付けている。 

諸資料を様々なメディア

を通して収集し、有用な情

報を適切に選択して、効果

的に活用している。 

現代の政治、経済、特に国

際関係に関わる事柄から課

題を見いだし、その本質や特

質、望ましい解決の在り方に

ついて広い視野に立って多

面的・多角的に考察し、社会

の変化や様々な立場、考え方

を踏まえ公正に判断して、そ

の過程や結果を様々な方法

で適切に表現している。 

現代の政治、経済、特に国

際関係に対する関心を高め、

意欲的に課題を追求すると

ともに、国家・社会の一員と

して平和で民主的な社会生

活の実現と推進について客

観的に考察しようとしてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

国

際

社

会

と

国

際

法 

・国際社会の構成要素 

・国際法とは 

・領土問題の発生原因 

・ＮＧＯの役割 

・二度の世界大戦が国際 

法や国際政治に与えた

影響 

a: 

・主権国家と国際社会の成り立

ちについて理解している。 

・主権の及ぶ領域について、資料

集の図から必要な情報を適切

に読み取り、主権国家の理解を

深めている。 

・条約の効力について理解して

いる。 

・領土問題がなぜ生じるのか、ま

た、どのように解決することが

望まれているのかを理解して

いる。 

・二度の世界大戦を契機として、

国際法に大きな変化が生じた

ことを理解している。 

・NGO をはじめ多様な主体が活

動するなど、国際政治に変化が

生じていることを理解してい

る。 

b: 

定期考 

査 

 

確認テ

スト 

定期考 

査 

 

確認テ

スト 

 

プ リ ン 

ト提出 

 

ワークシ 

ート提

出 

プ リ ン 

ト提出 

 

ワークシ 

ート提出 

 



・国際政治や国際法はどのよう

なものなのか、国内政治や国内

法との違いに着目してまとめ

るなど、適切に表現している。 

・領土問題について問いを見出

し、平和的に解決する観点から

協働的に考察・構想し、それら

を適切に表現している。 

・世界政府のような超国家的存

在を設けた場合の問題点につ

いて、主権国家の権利の観点な

どから協働的に考察・構想し，

それらを適切に表現している。 

c: 

・NGO の取り組みについて主体

的に追究し、環境保護や人権擁

護に関する課題の解決を意欲

的に検討している。 

・よりよい社会の実現を視野に、

主権国家間の国家利益を調整

することについて学習したこ

とを、他者との利害調整といっ

た社会生活に生かそうとして

いる。 



国
際
連
合
と
国
際
協
力 

・集団安全保障とは 

・国際連盟と国際連合の比較 

・国連主要機関、専門機関の

働き 

・国連の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 

・国際連盟の成立と崩壊の歴史

的経緯について理解している。 

・勢力均衡と集団安全保障の違

いについて理解している。 

・国際連盟と国際連合の違いに

ついて、資料集から必要な情報

を適切に読み取ることができ

ている。 

・安全保障理事会の機能につい

て理解している。また、安保理

改革として求められている内

容を理解している。 

・国連が取り組む課題について、

信頼性の高い情報源から収集

し、適切に整理することができ

ている。 

b: 

・国際連合が抱えている課題に

ついて、採決や財政の観点など

から協働的に考察し、それらを

適切に表現している。 

・安保理改革の必要性について、

大国一致の原則や拒否権の行

使の観点から協働的に考察し、

それらを適切に表現している。 

・紛争をなくしていくためのル

ールや制度について協働的に

考察し、それらを適切に表現し

ている。 

c: 

・国際連合の専門機関が取り扱

っている人権や社会、経済や環

境問題に関する行動について

主体的に追究し、国際的な課題

を意欲的に解決しようとして

いる。 

・国際連合のしくみや取り組み

を理解したうえで、国際社会に

おける平和の実現について興

味関心をもち、「持続可能な平

和のあり方」を探究するための

意欲を高めている。 

定期考査 

 

確認テス 

ト 

定 期 考

査 

 

確認テス 

ト 

 

プ  リ  ン 

ト提出 

 

ワークシ 

ート提出 

プ  リ  ン 

ト提出 

 

ワークシ 

ート提出 



 

こ
ん
に
ち
の
国
際
社
会 

・冷静終結後の国際社会の

変化 

・紛争やテロの背景 

・大国の動向と対立構造の変

容 

a: 

・冷戦構造の概要について理解

している。 

・資料集から冷戦終結後に民族

紛争が多発したことを適切に

読み取っている。 

・国家間の戦争が対テロ戦争の 

様相を示しだした経過を理解

している。 

・中国やロシアなどの大国が領

有権紛争を起こしていること

や、中東の民主化運動により地

域全体が不安定化しているこ

と、米中対立の深化など、今日

的な国際政治の課題を理解し

ている。 

b:  

・冷戦終結後に地域・民族紛争が

多発したことについて、その要

因を多面的・多角的に考察して

いる。 

・冷戦後の「平和に対する脅威」

をとりのぞくために何が必要

か、といった観点で協働的に考

察し、それらを適切に表現して

いる。 

c: 

・国際社会における法の支配に

ついて主体的に追究し、各国の

国益を超えた問題解決に向け

て意欲的に考察している。 

定期考査 

 

確認テス 

ト 

 

定 期 考

査 

 

確認テス 

ト 

 

プ  リ  ン 

ト提出 

 

ワークシ 

ート提出 

 

ノー ト 提 

出 

 

ワークシ 

ート提出 



日
本
の
外
交
と
国
際
社
会
で
の
役
割 

 

・戦後の日本外交 

・日本の国際社会での役割 

a: 

・戦後の主権回復と国際社会へ

の復帰について、その経過を理解

している。 

・アジア諸国との国交正常化が

進められる一方、賠償のあり方を

めぐって裁判が繰り返されるな

ど、根本的な解決には至ってい 

ない現状を理解している。 

・北朝鮮による拉致被害と人権

侵害について、国際連合も日本を

支持する決議を出しているなど、

解決が望まれていることを理解

している。 

・日本が北方領土と竹島におい

て領土問題を抱えていることを

理解している。 

・ODA や PKO などの国際貢献活

動について、広く理解している。 

b: 

・日本の領土問題について、平和

的な解決のために必要なことを

多面的に考察している。 

・世界の平和と安全のために、国

連機構や加盟国がはたすべき役

割（とくに日本が今後の国際社会

で果たすべき役割）について協 

働的に考察し、それらを適切に表

現している。 

c: 

・国際貢献について主体的に追

究し、政府レベルや企業レベル、

市民レベルの観点から、課題を意

欲的に解決しようとしている。 

・国際社会で日本が果たすべき

役割について考察を深めるなか

で、国際社会における平和の実現

について興味関心をもち、「持続 

可能な平和のあり方」を探究する

ための意欲を高めている。 

定期考査 

 

確認テス 

ト 

定 期 考

査 

 

確認テス 

ト 

 

プ  リ  ン 

ト 

提出 

 

ワークシ 

ート提出 

プ  リ  ン 

ト提出 

 

ワークシ 

ート提出 



２
学
期 

貿
易
・
国
際
収
支
・
外
国
為
替
市
場 

・自由貿易と保護貿易 

・国際収支 

・外国為替市場 

a: 

・自由貿易のメリットを、比較生

産費説をもとに理解している。 

・国際分業の利益について、多国

籍企業の展開と合わせて理解し

ている。 

・保護貿易の提唱理由を理解し

ている。 

・国際収支表を読み取ることが

できる。 

・外国為替のしくみについて理

解を深めている。 

・円高や円安が日本経済に与え

る影響について、輸入業者や輸出

業者の具体的な取引をもとに理

解している。 

b: 

・自由貿易が世界全体の発展に

寄与するという仮説が適切かど

うか、協働的に考察し、それを表

現している。 

・日本経済にとって、円高傾向が

よいのか円安傾向がよいのかに

ついて、協働的に考察し、それら

を適切に表現している。 

c: 

・自由貿易推進のメリットと、近

年先進国が保護貿易的な動きを

見せていることについて主体的

に追究し、望ましい貿易のあり方 

を意欲的に探究しようとしてい

る。 

・円高や円安が輸出輸入価格に

影響することを踏まえて、円相場

の変動にあわせて輸入品や外国

株式の購入時期を検討しようと 

するなど、社会生活に生かそうと

している。 

定期考査 

 

確認テス 

ト 

定期考 

査 

 

確認テス 

ト 

 

プ  リ  ン 

ト提出 

 

ワークシ 

ート提出 

プ  リ  ン 

ト提出 

 

ワークシ 

ート提出 



戦
後
の
国
際
経
済 

・ＩＭＦ体制の変遷 

・ＷＴＯの課題 

・多国間交渉 

a: 

・IMF と GATT に代表される国

際経済体制について、その概要を

理解している。 

・固定為替相場制から変動為替

相場制へと移行した歴史的な経

過について理解している。 

・GATT、WTO における多角的交渉

が目指したものについて理解し

ている。 

b: 

・ドーハラウンドにおける協議

がなぜ停滞しているのか、多面的

に考察している。 

・公正な国際貿易体制とはどの

ようなものか、協働的に考察し、

それらを適切に表現している。 

c: 

・WTO が国際経済体制に果たす

役割について主体的に追究し、ド

ーハラウンドが抱えている課題

を意欲的に解決しようとしてい 

る。 

・公正な国際貿易体制のあり方

について主体的に追究し、各国が

従うべき貿易のルール作りに関

する課題を意欲的に解決しよう 

としている。 

定期考査 

 

確認テス 

ト 

定期考 

査 

 

確認テス 

ト 

 

プ  リ  ン 

ト提出 

 

ワークシ 

ート提出 

プ  リ  ン 

ト提出 

 

ワークシ 

ート提出 

 



国
際
経
済
の
動
向 

・経済統合 

・貿易協定 

・新興国の台 

a: 

・FTA や EPA がどのようなもの

であるのかを理解している。 

・EU を例として、どのように統

合が深化していったかを理解し

ている。 

・各地域でどのような経済統合

が形成されていったかについて

理解している。また、経済統合地

図資料から情報を読み取り、各地 

域的経済統合についての理解を

深めている。 

・世界経済が密接に関連しあい、

グローバルバリューチェーンを

形成していることを理解してい

る。 

・新興国の中でも、とくに中国と

インドが世界的な影響力を強め

ていることを理解している。 

・急速な経済成長を進める中国

とインドが、国際経済のなかで直

面している課題について、信頼性

の高い情報源から収集し、適切に 

整理することができている。 

b: 

・EU の統合について課題を見出

し、各国の経済的格差の課題など

について協働的に考察し、適切に

表現している。 

・TPP11 が日本経済にもたらす

影響について、多面的に考察して

いる。 

・地域的経済統合がもつメリッ

トとデメリットについて、自由と

公正の観点から協働的に考察し、

適切に表現している。 

c: 

・EU の統合について主体的に追

究し、そのなかで生じたイギリス

の離脱に見られるように経済統

合のひずみをどのように解消す 

るかを意欲的に検討している。 

・TPP11 や RCEP について主体

的に追究し、今後の日本が各国と

の貿易においてどのように主導

定期考査 

 

確認テス 

ト 

定期考 

査 

 

確認テス 

ト 

 

プ  リ  ン 

ト提出 

 

ワークシ 

ート提出 

 

プ  リ  ン 

ト提出 

 

ワークシ 

ート提出 



的な役割を果たしていくべきか、 

意欲的に検討しようとしている。 

３
学
期 

現
代
社
会
の
諸
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
探
究
と
発
表 

・資料の選定と収集 

・プレゼンテーション 

・ディベート 

・小論文の書き方 

a: 

・各課題に関連する知識（小学校

および中学校で習得した概念な

どに関する知識や『公共』で身に

付けた選択・判断の手掛かりとな

る考え方、国際政治および国際経

済の基本的な概念や理論など）を

整理し、理解している。 

・各課題の解決に向けた考察、構

想に必要な情報を適切かつ効果

的に収集し、読み取る技能を身に

付けている。 

・スライドの作成、パソコンの操

作などプレゼンテ－ションの基

本的な技能を身につけている。 

・ディベートの基本的なルール

を理解している。 

b: 

・社会的な見方、考え方を総合的

に働かせ、各課題の解決策を多面

的・多角的に考察、構想し、持続

可能な社会の形成に向けた自身 

の考えを説明、論述している。 

・高校生同士の発表であること

を踏まえ、わかりやすく表現でき

ている。 

c: 

・よりよい社会の実現のために、

国際社会の諸課題を主体的に追

究し、他者との協働もはかりなが

ら、多面的・多角的な考察・構想 

を通して意欲的に課題を解決し

ようとしている。 

・時間をかけて探究し、しっかり

と自己の主張がプレゼンされて

いる。 

・ディベートにおいて、他者の意

見を尊重しながらも、自己の意見

をはっきりと述べて 

いる。 

ワークシ 

ート提出 

ワークシ 

ート提出 

 

発表原 

稿提出 

ワークシ 

ート提出 

 

発表原 

稿提出 

 

 

 

 



※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


